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Sadajiro YAMAGUTI and Satoshi KOBAYASHI:- On the influence of the 

moisture upon the silkworm eggs during the period of winter storage.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　論

一麟愚・蝋蹴羅の影糊硫ては謝㈱嚇がti・）り、燃の㈱
中に於ける灘度の影響に關しても多撒兇られるが、蹴卵保護冷藏中に方全ける灘度の影響に關す

る試験は比較的少く、蝦験灘範圃力湘めて狐・ので、その影響の伽燃総辮でない憾が訪、
　　　　　　　　　　　ロリ
る。先に荒木及び三田氏は秋獄黒種を3月1日から貯載庫に入れ、嘘燥、灘潤1水中及び擦準

颪の4旺を作り・7月に入り催青を行ひ卿化歩合を調べ、灘潤麗不良、乾燥麗は糠辮職より棺

鋤水幅は働に靴Ut・・Sいはれてゐる。」！416三刀顯治民1魏醐（1・即8の撚近囎卵

を薩下後直ちに90、75、60％の灘度に夫々10、20、30日閥保護iし典の後鞍通に保護し、魏春

卿化歩合・卯褒育の選誼、鐡児飼育威績を調盗し、産卵後のGO％乾燥颪は卿化歩合少く卵の

囎が遽いが、纈のヨ購臨繭質等には騰少ない灘じ調婦｝田藤冷藏暢蜘鵬

藏浸酸法に於ける冷藏・M翻を夫々90％及び60％の灘度下に保護しナ錫合、型1渉合は90

A°Pt僅かに悪いが・購の齢1燗かに擾いこ鋳鰍．韻、繭erに就ては、大騰に於て飼

育時期により、或は環境の相塗により異なるS報告してゐる。

　是等に就て槻るに要するに鷲卵保護中の灘度は卿化歩合うζは蟻蹴の生命鱈忘に關係が櫟いが、

飼育中、食暴、其他第二次的の原因による嬬であらう、卵期の彫響は明瞭に現はれて粛ない。

帥ち從來の試験の灘度範圃内ではその傾向を論ずるこミは困難である。

　薯脅は翻卵を10月より4月坦約6簡月間、湘灘慶痩化の比較的少い翻種貯藏庫中で、自然

灘下に於て、其の閻0～100％の種々な礁離・1・に保護し（從つて冷藏庫内ではないが、

自然氣淵による低温保護）、卵生髄重及び同乾物窺の攣化、胚子礎育の週遽、越年性（卿化機

能嚢現の逞遽）、卿化歩合の多少等につき調査を行ひ卿か得る腱あつたのでti其の概要を報告

する次窮である。　　，　　　　　　　　　　’　　　‘　°

　　　　　　　　　　　　　　　　　1・實　　　験

　（a）　試1瞼雇虹に温慶、灘度装置

　試験魎は灘度別に訳の8遜を設け、盗臓共直樫15cm内外の大形シヤーレ中に回的灘度楚成

の鳳硫酸」又は食盤の水溶液及び蒸溜水等を容れ此の中央に中形シヤn一レをおき、更に最内部

に供試慧卯多藪を1～2粒蚊ぺに容れた小形シヤーレを榔置し、最外部の大形シヤPtレのみに

蓋を被せる。即ちO・　10・30、50及び90免旺は硫酸を用ひb75％1置には食騨の過飽和水溶敦挺

ミ、100％頂には黙溜水を供用した。罫照麗は人爲的に漏度を邉成せずN唯有蓋シヤーレ中に

卵をおいt。斯くして何れの嘔も同一保護窒内に10月23日より翌年4月10日迄保護iし、其

躍綜躯靴誌　　第一卜三巻　第一號　　1941　　　　　　　　　　　　　　　　1
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間毎月1同宛此の供試卵の1部を探り試駿に用ひた。

　　　　　　　　　　　　　　　試　　　駿　　　麗

　　　　　　　　　封照顧（自｛然温灘度70～80％）．　　　50％1厩

　　　　　　　　　　o　％1賊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75　％1璽£

　　　　　　　　　10　％　置亙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90　％　嘔董

　　　　　　　　　30　％嘔葦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100　％　頂置

鷲卵保護窒中淵度は自然流度放置εした。担し保護蜜は蜥熱完全で、氣淵の攣化は少い。

各月の温度は訳の通りである。

　　10　∫ヨ　（23日よ　り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　6°　士2

’

　　11　♪ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5°　：ヒ1。5

　　：12　∫ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3。5士1．5

　　1月　　　　　　　　　　　　　　　　　1．9”±1．0

　　2月　　　　　　　　　　　　　　　　1．8士1．0

　　3　月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　4．3士1．5

　　4月（10目迄）　　　　　　　　　　　5、5±2．0

繰度装慣
　　　　　　　　　　　H2soら
　　　　　　　　　　　N¢C巳
蚕卵　　　　　　　　x・・H・o

　σ））供試材料
　昭和14年度春（6月宋）探種の欧18櫨及び改安の2晶種を散卵ざして探用した。

　（c）　調査項目及び調査方法

　本試瞼は昭和14年10月23日より翌淋4珊10日迄約6筒月閥に葱り勧料を上記の試験魑に

保護じ、その間11月、12月、1月、2月、3月、4月の各月1同宛次の項園に就いて調査を

行つナこ。

i）・i新鱒澱の鰻i化　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　1・

　各試瞼臓より餓卵20D粒宛を探り、その新鮮量をバランスにて秤量比較しf。

ii）乾吻母の痩化（水分壁の漫化）

　新鮮量秤嵐後の各試験匪材料200粒を直ちに電熱乾燥器中に80℃にて乾物εなし、・N“ラン

Zにて秤最比較した。

i三i）　　卯孚　　イヒ　　渉　　合

　各試験匿より卵100粒宛を探り25°G（70～80％）李遜儂膏を行ひ蟻慧鱒化歩合を調査比較し

た。°

　毎月の催青に於いて生ずる不獲生卵は未だ不活性卵なりやN或は死卵’Sなるべきものなり

ゃ、‘岡定困難なるを以て、4月迄鋤照礁ε同襟自然灘灘度下に保護し、4月に至り第ごi欠の催　　、

膏を行ひ卿化の状態を調べた。　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　、　’

iT）　胚子叢育の蓬遽

　獄卵の即隔≡解剖に依り各試験慮の胚子獲育の逓速を瞼し、水野民の胚子嚢育符號をもつて衷

しte。
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　　　　　　　　　　　　　il・寳　　験　　結　　果

　　　　　　　　　　　　　　（A）　鷲卵i新鮮量

各試鹸慨に就て毎月の1認卵の新鮮鍵の愛化を調査した結果は款表の姐くである。

第1表鍛卵新鮮量封獺卵200粒　　（改安）

＼慰次　1。月
1，｛i；別＼、

封照慮

　0　％

ユo　％

30　％

SO　％

75　％

9，0　％

エ00　％

よ1080

〃

11

〃

〃

〃

！1

〃

11刀 12月

鷹

0，1069

0　，0926

0．1007

0　，09．　88

0，1026

0．1068

0。1094

0，1078

1月

1‘

O．Ior）6

C．0925

0．097

O．0972

0．0974

0．1076

O．1078

0，1080

2月

A「

0，IC66

0．0914

0，0938

0、0966

0．0970

0，1070

0．工092

O，1工02

3月

O，1049

0、0881

O，0904

0，094

0．0962

0，1074

0，1080

0，JO84

4月

1〔り1の緋

鮮飼に：鮒
すゐ4」！

の瀬少避

　9　　　　　　　露

0，1004　　　0，0076

10，0820　　　0，0260

0．0859　　　0．0221

0．0856　　　0．0224

0．0908　　　0，017ユ

0，1030　　0．0050

0。1044　　　0．CO36

0，1062　　　0，0018

同　　オf

滋少割禽

先

24，ズ

20，4

2り．7

15．フ

4，6

3．3

1、7

1　第2表獄卯新鰭燈鋤蹴卵200粒　　　（脚8貌）

て月翼
τ賊　別＼＼

謝照甑

　o　％

10　％

3q　％

50　％

75　％

90　％

100　％

ユo月

051277

〃

〃

〃

〃

〃

〃…

〃

ユ1月 12月

｝7｝
O．1268

0　，1237

0．1237

0．1240

0，1242

0，1242

LOほ263

0・1391

レ月

9

0．1266

0．1250

0．1230

0v1236

0．1237

0，1264

σ，1262

0，1278

レ・

9

0，1266

0、ユ236

0，1240

0．1236

0．1220

0．1274

0，1288

0ほ282

i・月

oFl269

0。1202

0，1219

0．1221

0．1223

Q，1261

・O．1284

0，1284

4月、

olユ228

O，119工

◎，1230

0，1194

0，1206

0，1246

0，1250

0．1276

砺備
囎漕
の淑少厳

霧

o，OQ49

0，0086

0・0047

0．0083

0．OO71

0。OO31

O　，0027

0．ooo　1

岡　　齎
織少割合

　3。8

　6，7

　3．7

・6．5

　5．6

　2．4ト

2。o

O．9

　上表に依りて見るに・2晶種共同一一の傾向が認められる。即ち各試験嘔何れも月を池うて新

羅噸少してゆ嬢が明かであり・此の減少の度創蹴偲鰍であり・多灘程小である
鋤・分る。衷中・・月朧燈1調する胡の減少鋤船観るに、2品灘ミ…％画が減少

輯哲励・考よ聯燥趣る雌つで減少翻厭し・°％隙及んで鰍εなる調・情

脚こ見轡鎗騨號より鞄1載蝉鞭鵜鵬度醐1・於け磋異施塵
いo

　　　　　　　　　　　　　　　　（B）　乾　　　物　　　鍛

　毎月の乾物漿の璽化を調査せる結展は訳表の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　J
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第3表　灘度ざ鍛卵乾物重の痩化　　　　　　　　（改安）

1諜
一『凹　　m　　　｝　　 耐　 一1　　　　P　1

渕’照砿

　0　％

10　％

30　％

50　％

7S　％

90圃

100　％

10月

鮮

O．040

〃

〃

11

〃

〃」

〃

〃

11月 工2月

。t’0384

O，0350

O，0394

O，0384

’O，0398

’O，0390

O，040

O，0394

1月

9

O．0390

0．0398

O．0390

O．0398

O，0388

O，0394

O．0396

0Lo390

2月

　悔「『

O．0390

0，0384

0，0382

O．0388

O，0384

O．0388

O，0390

O，0386

3月

O　／b3989

0，0386

0，0392

0。0385

0、0386

O，0393

0，0392

O、0386

4月

9

0．0382

O．0388

O，0382

0，0382

0，0382

0．0385

O，0378

0．0380

1【り1の輔

物、Ilに鋤
一f　1，・Ul

のll躍少ll｝・

9

0，0018

O，OO12

O，OOl8

0．00】8

O．OO18

0，0015

O，0022

O，002

同　　齎
減少割合

為

3，0

4．5

4。5

4，5

3、8

5．5

5．O

第4表　灘度ε羅卵乾物璽の製化　　　　　　　　（脚8號）

　月　改

嚴　男

謝照磁

・，　o　％

　　10　％

　　30、％

　　50　％

　　75　％

　　90　％

　　100　％

10月

of。495

〃

〃

！1

11

〃

〃

〃

11月 12月

♂。474

O．0482

O，0，180

0，0480

O．0480

O．0474

O，0470

0．Q480

1JI

。fo4’14

O，0480

O．0472

O、0474

O。0472

O，0470

O．0400

0．0469

2月

O　1’0466

O，0476

o、0476

O、0476

O．0462

O、0466

0．0470

O．0464

3N

。亨0466

O．04B2

O、0474

O。0464

O，047工

O，0464

O　．0472

O，0464

4月

署…－
0．04ぎ9

O．04・78

σ，0476

O．0472

O．0468

O　．0464

O．0478

O．0466

1‘り！の乾

鞠颪に紺
する’艮月

VjitN少厭

k，

0．0036

b．oo　1・1

O，OO19

O。0023

0，0027

O。0031

O，0017

0。OO29

同　　右
減少割A

ク愁

3．4

3．8

4．6

5、5

6、3

3，4

5，9

　上表に俵りて見るに、乾物壷に於ても2晶灘共同一の傾向が認められる。師ち試験嘔の何れ

も月の経過に從つで乾物澱が減少する傾向が明かである。更に10月陳乾物蟄に鋤する4月乾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　，物量の減少割合を見るS、2品種共0・％置が最少の減少傘を示し、略順を泄うて100％麗に至

り乾物減少率最大Sなるd師ち大髄に於て乾燥嘔εなるに從つて乾物減少寧は小εなり、多灘

窟ミなるに從つて乾物減少率は大Sなる。

　　　　　　　　　　　　　　　（c）乾物　歩　合

　生物艘に於て乾物燈S水分量の一一SEの割合v自口ち所謂水分不衡（Water　baLmce）があり、

常に其の一定のわalaロceを維矯するこεが生理」i好適なりεすれば、此の試験の揚合如何なる

灘度が鷲卵に鋤して最適であらうか、磐潜は斯かる目的をもつて乾物割合を弊出し之を槻察し

ナこ。其の結果は訳表に示す如くである。
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第5衷　澱卵乾物寧の．鰻化　　　　　　　　　　　　（改　・｛交）

＼t」次
　　＼＼
i碇　　i31j　」x＼、

鍋｝　瑠｛　1嵐

　0　％

10　％

30　％

50　％

75　％

go　％

loo　％

卜・・

3謬04

1！

〃

〃

〃

〃

〃

1！

・・
m2・

　　　　　‘冨
36．1

38．9

39，1

38．8

38．7

36．5

36．5

36，5

1・
P幻・

一一『” ﾂ一隠｝

36．9

43．0

40，2

40。9

39，8

36，6

36　，’／

36，1

3♂5

42，0

40、7

4り，1

39．5

36、2

35，γ

35．O

・・ m・

3ン．08

49．8

43，3

40．9

40，1

36，5

36。2

35．6

　％
38、0

47，3

44．4

44，6

42，0

37，3

36，2

35ン

葛羅
劣脇1

→．。弩96

十10，26

十7．36

十7，56

十4，96

十〇．26

－o，84

Pt－1．34

ll　dオf魯螂lt｝

　　％
・ト2．6

“1’32．5

十コ9．8

4欄20．4

一ト13，3

・トo，7

－－ Q，3

－3．6

第醸飽醐郷曜化　　　　働8跳）
＼月　次

陶ζ　5遡’・、

鍋｝照1罎，

　0　％

10　％

30　％

50　％

75　％

go　％

100　％

11・）1

％

38，76

〃

〃

〃

〃

〃

！1

〃

…ヱ監 12月

ff
37，3

38，9

38．8

38、7

38、6

38。1

37．0

37，1

ユ月

37，1

38　，4

38．3・

38．3

38，1

37，1

36．7

36，6

翌＿
　．％

36．8

38，5

38。3

38．5

37．8

36，5

36，4

36．工

1・…

　％
36，7

40、0

38，8

38．

38，5

36．7

36，7

36，1

　％
37．8

40，1

38．6

39，5

38．8

37．2

36，6

36．5

1豊りJ〃，乾

物購脅に
劉丁る4
月の禰姻

1岡㈱

一〇，96

十L34
＿b，i6

十〇、74

十〇．04

－1．56

－2，ユ6

＿2，26

一2，5

．十3・5

－0．4

十1，9

幸o．oo1

－－ S．o

－5。6

－5。8

上表に働視るに・2鷺共棚・明峨績に於ても乾燥圓こ於て・陀伽献で、多瀬
ざなるに從つて乾物渉合は小さい傾尚が認められ・4月の成績に於て最も顯著である。之は云

ふまでもなく乾燥察氣は翻卵より水分を脱取するからである。次に10月の原乾物歩合に蜀す

る4肋乾励合の櫛鵡繍頗につき夫々（＋）（一）の符號を附して示すミ、鞍｝こ於て

は・　75　％paが＋°・26　％で徹であるカ㍉編榊心εして之より乾恥なるに從つて乾物歩

合囎加する割合が大Eなり・0％輝に至つては＋1・・26・％で著しく鋤llしてをり収76％匝

より多灘εなるミ（一）εなり乾物歩合の減少を乱、100％匠ではt．34％の減少εなつて

居る。

御8號に於ては諏安の囎の乗ロく鰭ではないが㈱撒餉鰍し囎る．鵬5。％

遜に於τは僅かに斗0・04％なれさ之より乾燥癌εなるに從つて塒加し、0％竃に至つて十1．34

％Sなるd

　而して之より多淑画Sなるにつれて反調・に減少しv100％麗にii葦’つて一一一226％ざなる。

而し嘔間に多少の差異は・鶴が・簾的に云へば桝捕灘註拾の少き錨は、鞍にては75

媚であり・脚曝では5°％駅あつナ…蠣的に多少の渤るはO」iJ・（Z）大小に細するもの

であらうがb何れにしても50％～75％霞は翻卵の水分卒衡を鯨り痩化せしめない鮎であり、
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後に示される卿化歩合、其他から見ても最樋灘度に近い製11母考へられる。

　　　　　　　　　　　　　　　（1））　　列浮　　イヒ　　歩　　合

　11月より翌春4月迄に毒月1同宛行つた第1次催青及び第1次催青に於ける未獲生卵に鋤

し4月に至つて綜合的に行つた第2次催育等の成績を示すεi次表の如くである。

　　　　　　　　　　第7表　察氣灘度ε各月卯の卿化能力の闘係

　　　　N　圃　別　”’”・…＼

　　　　　　＼、

改

安

徴

八

號

渕’照1載

o％1、砿

1Q％1蔽

30％固1

50％職

75％1嚴

90％賊

！oo％籔

登1語zド均

鍛1照醸

o％甑
lo％繊

』30％麗

50％1載

75％甑

90％1舐

100％膿

登慮牢均

1　工　月

催　膏

震日騰

「lgi？

25

22

29

28

28

25

25

”1魁

17

工1

15

．ユ1

13

13

15

28

31

32

32

25

24

卿化ザ脅

一爽トiX　1　A・it．iti’

藷
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42

43

42
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49

39

琴

14

17

16

工7

17

17

18

・・．・［

3

．2

1

4

6

o

4

0

2，5

60

30

51

53

59

62

圏54

53

藷

58

59

59

59

68

66

57

60，1

63

32

52

57

65

62

58

53

55．3

1　2　月

催　青

叢日臆

甥

2二

23

21

26

23

23

22

「｝1饗

15

15

15

15

ユ5

ユ5

卿化歩合

一次卜款1舗

拶

48

・？5

58

50

86

86

15’73

66．7

66

71

61

62

72

65

65

58

65

茗

1

0

1

0

o

0

0

14

4

14

15

6

9

1ユ

9

拶

49

55

59

50
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諦
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75

75

77

78

74

76
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75．3

1　　月

催　轡

釧擁
蟹

2工

21

20

22

19

22

ユ9

26

25

29

26

26

23

23

22

Fll響

14

16

1・1－1ti

14

14

14

14

21

20

19

20

21

20

22

120

卿化歩合

一一
奄求m二次1舗

7餐

38

56

53

57

ク8

89

73

64，9

go

83

82

83

87

87

83

70

83．1

哲

工

0

0

o

o

0

1

0

0

0

1

1

J

0

0

％

75

39

56

s3

57

78

89

T，4

斎
90

83

82

84

88

88

83

ワ0

83。5

　上表に依つて見るに、

（1）　　到厚　　イヒ　　歩　　合

i）各月の成績を綜合するに

改安に於ては90・％Mma多で・次は75％圃調照画100％麗の順であり、50％鳳30％
礪、10％1副よ共に同程度に於て不良で、最も悪しきば0％颪である。

　欧18號に於ては・11月より1月迄は饗照颪最多にして、50　％Wa之に次ぎi　30％、10％、0

％のヨ匝も1月の成績では相當に良好で嘔間に大差はない。最も不良なるは100％碗である0

2月．以後の成績を綜合するS90％1鼠最多にして、綾いては75％1賦、　i臨照魎、50％麗の順位

であり・30　％・10％・0％の寧臨は大i差なくb100％嘔は全期i珊を殖じて最も劣る。　　　i1．1

ii）　4月の成績に就て見るε

e改安に於ては上蓮の綜合成績に・一致する。　　　　　　　　．　　’

●
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o

（前頁表の績き）

；　　　2　　月

1催　青

1

叢同1鞭

‘響

21

20

20

17

1ブ

2ユ

16

「覆

14

14

工4

14

14

13

12

卿化歩合

國歌i禽計
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41

39

43

60

77

64

葱

0

0

0

0
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0
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24
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76
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0

o

0

o

o

o

0
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［露

ユ7

ユフ
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17
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工6

艦讐
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15

15

15

14

14

ユ5　　14

・4・1
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86

91

85

87

93

95

76

ユ8

20

19

．19

ユ9
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ユ8

X7

16

16

16

16

16

16

16

15

卿化歩合

一次1歌1飾レ

話

35

46

29

40

7工

69

饗

o

3

6

2

3

0

64『　0

編

89

go

67

88

96

9i

95

72

薦

1

7

4

1

0

2

3

10

診

35

49

35

42

74

69

64

1・5．・

蘭
97

9工

89

96

93

98

82

呪

4　　月　　　　　　（4　　刀）

1・…

催　　青　　　　　　　　　　　　　　　　卿化歩含

鍵1［簸巨國葡釧擬暇岡薫ll
日嬰剛愚

7　　4

7　　3

6　　3

6　　3

6　　2

4　　　2

距藷「

18筆

32誓
，、叢

3。禿

62ラ

63裟

拶

6

5

9

25

73

66

4 2 50 β2

陣 ” P’■一… ｝旧… 闇h

43．6 36．6

6 3 94 89

第
7 4 81 二 44

次
6　　4

6　　3

6　　3

6　　3

6　　3

82　ca
，，繋

86歪

9。㌻

92娑

6　　3　69

74，3

43

58

71

91

94

　　　　　　63

「｝一証｝
　欧18號に於ても上述の2月以後の綜合成績に準じ、唯75％匿ミ饗照顧の順位が逆εなれる

のみである。

　i次に衷中（4月）の成績は、4月迄各試験匠に保護iしたる材料を同一試験灘慶のま・25°C

牢進催青を行づたるもので、補足的のものである。

　之を4月の成績に比較して見るS、90％厩、75％麗等の如き大膿に於て適熱ならんε推竃1

され得るものに於ては大差なくむしろ鋼i化歩合の向上を示すが、50％遜以下乾燥麗ミなるに

從って著みしく卿化戒績は悪化し｛試験灘度が催青中に延長される寓に依り漏度の影響が翼に

助長される事が明である。．

まii）月の纏過ざ卿化歩合Sの關係を見るに、今便宜上月毎に8置の卒均卿化歩合を取つで比

　較するミ

　改安に於ては11月が第1次卿化歩合に於て又総鰐化歩含に於て最も少く、12月が爾艀化歩

■
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合に於て最も多い。而して12月は禦2次卿化歩合に於ても、0％毯及び30％嘔に僅か1％の

卿化を見るのみで、已に殆さ完全に越年挫をもっものの姐くである。1月以後は反つて卿化歩

合が減少してゆく傾向が認められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　、．

　欧18號では11月に於ては改安1司偏ミ第1次卵劉ヒ歩合も総9際化歩合も最少であるが、　12月以

後は訳第に爾卿化歩合は塘加し3月が最多M4月に於て稽減少する。而して越年性に就いては1

改安より約1箇月選れ、1月に翌つて殆曹完全ごなるものの如くである。

（2）　催　青　　日　’数

「1月迄の成績では圃聞に何等一定せる傾向を認め得ないがN2月以後に於ては2品種タ冬75

％匝以上多灘颪εなるに從つて、全日数及び最多獲蟻日撒の短縮する傾向が認められる。

　　　　　　　　　　　　　　　（E）　胚子褒脊の逓速

’毎∫ヨ催青着手前の材料卵を取りおき、夫々解細に依り卵内胚子を摘出、其の獲育程度を一粥

に比絞したる結果は次表の如くである。　　　　　　　1

’　　　　　　　　第8表　察氣灘度ε各月卵胚子嚢育の遡速の闘係

』　ト肇」翌」⊥∵上一∴．2月・・1・月

　　　Q％臓

　　　ユo％磁

改　　30％髄

　　　50％澱

　　　75％UE

乙　　A　　乙　　A　‘乙　．A　　乙A－一・－z，B　乙A一乙B　乙B一術A一丙B

〃

〃

11

〃

〃

〃

〃

e

〃

12

lt

〃

11

〃

〃

lt

〃

e

〃

乙　　　B

〃

za

　〃
　　　　　　　1
術A一丙B　’

安 90％照 〃 〃 〃 〃 〃 丙　　B

100％囲 〃 〃 霞〃 〃 〃 〃

F

謝照1蔽“ 〃 〃 〃 〃 〃 〃　・1

o％職 乙　　　A 乙　　A’ 乙　　　A 乙A一乙R 乙A一乙B’
v

　　　　　ケ

1Q％眠 〃 〃　　　．　　1 ・　r　〃 〃　、 〃 〃

鰍 30％識 〃 〃 塵 〃 〃 〃　　15　　L

八

碑

ず

50％畷

75％瓢

go％1醸

工GO％磁

樹照磯

〃

〃

e

〃

〃

〃

〃

〃‘

〃

11

〃

〃

’〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

e

／1

乙　　　B

e

〃

tt，　B－一丙A

丙　　A・ノ

〃

乙B－・・－Pt／A

丙　　A，

　　　上表に示せる如く、胚子畿育の遽速に於てはb2月迄は品種的にも亦各雇間にも何等畿育の

　　逓遽を認めず、胚子は一様に乙ム～乙お程度に装育せるのみであるが13月に蛮りては麗聞に，

　　櫻速を‘1三じ、改安に於ては0％魑、10殖、30％魎及び50・％maの乾燥pa・fi．liでは依鰹しで

　　胚子は乙A～乙画こ1ヒまるも、75％pa、90％風100・％匠及醐照畔比較的多羅間に於　、

　　ては一様に乙B程度に渡育して居る。

・　　欧18號に於てはO　％ffより75％麗迄の5麗間に於ては乙A～乙Bに止まるもi　90％匿、100

　　％W蔓v劉・照遜等比較的多灘礪閥にては一・’ecに乙Bに褒育して贋る。　　　　　　　　　t］、



36　　　　　　　　　　　　鍛　　　綜　　　學　　　難　　　誌　　　　　　　　　（第十鎗奮

　4月に至つてはb改安に於ては50％涯以下の乾燥麗に於ては李均して最も灘れ且つ不齊で

乙B～丙A～丙BでありN75％画は丙A～丙B、90％置、100％旺及び塁｝照麗は最も進み丙P

霊なる。

　欧18號に於ては30％以下の乾燥嘔は最も邊れ乙A～乙Bであり、、50％嘔、75％麗、100％

匿及び封照薩では少しく蓮み乙お～丙A程度で麗間には大差がない。然し”虹1いて言へば75％

匪，90％癌及び封照囁の3嘔は獲育が比較的齊一で且つ最もi速であるこSを知つナこ。

　　　　　　　　　　　　　　　（廻）翻卵形態上の愛化

　極端なる漏度範圃（0％乃至1QO％）に獄卵を躍いても、冬期貯藏中に於ては頓回軍憂化にも
　　　　　　　　　　　　　　　　　も見られる程度で想像する如く著しい形態上の愛化を示さないが、然し試瞼薗に於て樹當なる水

引を示した鷲卵も・3月に於け肺℃験匠中100％旺では僅かに1田隅部が残る程度で・著しく膨

大したε見るぺきであらう。0％では最も水引大であるが、繍種的に改安では他の條4i：に現は

れる様に可成りの凹みを現すが、歌13號では改安程の凹隔を示さない。叉改安εても・・一・rv卵

の催青中反軸期當時に兇る襟な著しいものではない。他の10、30，50、70％等僅かに灘度の

少きに随ひ水引大εなる傾向はあるが、瑠翼に見る程度である。（次頁窩腿滲照）

　　　　　　　　　　　　　　　　皿・考　　　察
（1）新　　鮮　　溌

　月の維過ε共に新鮮量が減少してゆくのは、各画間一律の傾向であり叉當然の事であるが、

旺間の差異に就いて見るS、2隔種共一様に乾燥匠程新鮮量少く多漁頗程多い。然るに之を乾

物絶野壁に於て比較する1曝は之の反封である事が分る。是等よりしてVt新鮮鍬に於て斯る藩異

を來せゐ三E困はその水分量の多少ならんS考へられる。昆癒騰水分傘が察氣中灘度の影響を受

ける事は、諸民の實験に依り已に鯛か｝gされた腱であるがb此の揚合に於ても各試験灘度の影

智に依り卵内水分量に多少を招坐し、その結果新鮮壁に於て乾燥匿少く多灘嘩多きを示すに至

れるものざ思はれる。

（2）　乾　　 4勿　　 螢　　　　　　’　　　　　　　瀞

上述の新難同楓月の維濫共に，渤壁（縄蝋）が減少してゆくのは是嬬然の職言

はねばな舜力1論圃肋蝦蜆るミ2品鰍乾燥Ptに於て轍卿砂歩合少く多灘に於
て多い6　　1　　　’

　多濃ほ高濫礫準じで新陳1疇謝從つて呼吸墨を増大する傾向のある粟は已に知られた慮である

が、此の揚合に於ても多灘旺は乾燥1鼠に比し獄卵の呼吸盤が大でありN從つて卵内榮養物の酸

化燃燐が促瀧された結果、乾物減耗の度が大NSなれるものε思考される。

（3）　乾　物　 歩　 合　　　　　　　　　　　　　 、

乾物齢に於碓2・1瀬共乾燥琿程多く多灘紗い・潔蹴燥鴫新癬母少嫁つて乾物
量多くボ多灘魑程新鮮量多く乾物量少い已述の成績より算出せられた嘗然の結果ではあるが、

之に依り永分奪に於では乾燥厩は少く多灘旺は多い事が知られる。

　訣に代表的な置に就いて昏月の乾物歩合の鍵化を曲線に…現はして考察するε、訳圖の如く、

改興於て拭75％嘔が馳乾耳勿歩合の剥ヒ少く・10月以後姻に至る迄㈱加の度舗最も
綾唖で沸、り1［±中心をなして層るが、1・之より乾燥琶εなり0％画に璽つては乾物歩合に於て梅端

なる攣化霊鋒激なる増加慌を示ナ。「駅に之より多灘賦ミなり100％麗の姐嚢に至つでは逆に乾

物歩合は滅少もてゆくのを見る。　隔
tt ｢18號に於℃も、乾燥観及び多漁置に於て傾向は同一である。・喉此の揚合は傾向が綾腿で

あり、50％蔵が最も乾物渉合の憂化少く且中心をなすを見る。以上要するに2品種何れに於て

墨②％甚泌ぴ10ゆ％賦等の如壷極端なる漁度はγ斯る曲線の性質よりしても卵の生環に灰るも　　　1

のであらう，贈化の成績が明か（之を語つてゐるα霧　．：・t／tゴ，、、　　　、　　、
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　　　　　　　　　　　　　　　灘度ミ慧卵形態の憂化を示す

　　　　　　厭　　18　號　　　　　　　　　　　　　　　　　　改　　　　　安

100％

75％

50％

O％
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・．

1。町〃・12・ズ2r－窒ｩ　3s　’・

欧畑号

o％

50％

　　　　　　＼＿＿但ψ

一瀞コ號ワニつ燦γか

（4）　捌浮　イヒ　歩　合

　卿化の戒績を綜含するに、2品種閥に共通せる灘iは卿化歩合に於て90％照が最窩であり、

訳は75％慨若しくは封照St　Sなつてゐる鮎である。一方興なる騨1は改安に於ては0％甑が購i

化歩合最少なるに掛し、歓18號では100％輝が最少なる嘉及び0％麗」0須弧＄0％1・蝋等の

乾燥俺に於て欺工8號が改安に比して相常卿化歩合良好なる鮎である。思ふに90冠照、鴨％

魑及び封照麗等の如きは摘灘の範圃に圃するものであり、從つて此の糧度に於ては陥種隅に1虞

差異鷺生ぜざるも、之より乾燥或は多灘εなるに從ひ品癒間に藩畏を生じて楽るものの如くで

ある。師ち改安は乾燥障審に胸して弱く、欧18i漉は多淑障審に鋤して葛男いも0）ミ想瀞ホれるc、

　次に月の維過ざ卿化歩合に就いては、改安に於ては1葛月に於て第1次及び継購化歩命に於

て最高であり・已に充分なる越年性をもつに至れるものS考へられ、漱18脱に於ては之より

約1簡月遜れて1月に棄り略越年性をもつに簸るものミ瀞へられるが、2晶種共越冬前に催蕾

せる場合は、改安に於ける11月、歓18號に於ける11月及び12周の戒績に見られる如く1

第工i頬孚化渉禽に於て少きのみならず、第2i次に於ても意外に少く、結局総瑠化ル合も僅少で

死卵多繕顯毒りして、筋る越冬前の催青即ち高湘接鰯1よ灘卵に掛しで坐麗酌陳審ミなるものS

思はれゐQ

（5）懸膏　日　撒・
　　　s　催豫日激に於一lrは、1月迄は麗間に一定せる傾向を認めざるも、2月以後に於ては、2品種

共75％遜以上多灘置Sなるにつれて、全日撒及び最多嚢蟻日撒の短縮すゐのは、巳に多灘臓

に於1胚子畿育が促進せられて居る皐を嗜示するものである。

（6）郷子讃育の邊遽

　胚鱗欝育の蝿遽に於ては、2周遙は品種間にも嘔1隙こも何等差異を認めぬが、3冠以後に於

て｝燃騨蜘こ多灘舗灘1読して肝の髄雌ん囎る・㈱・ゆ耀瞳燥に比し
膝子の蕪育綿過を遽かならしめる慕は已に丈献に見られ愚麗であるが、此の揚含に於ても已に

越冬礁る徽卵が3月以降の暖氣に接鯛するのは1種の催瀞ξも考へられ、それ霊岡一麗由に依

り多灘磁は乾燥輝に比し胚子の襲資が促進せ．られたものざ思はれる。

鱗榊こ至つては・改安は離8號より胚子の灘雌んで居邸が鋤られるが、之は晶
種的に欝卵の事・ミ雷「はねばならぬQ－

（7）撮後に蟹験成績中に現1まれた2品種の強異に就いて見る霊、　　　　　　　　‘
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　例へば、生物量、乾物歩合、瑚ヒル合等の威績を見る1こ、その傾向に於ては2赫稠寳トであ

るが、改安は厭18器虎に比して常に影響が顯著で、灘度の髪化に針して敏感である。簡も之は

特に乾燥に封して薪しい。一力欧18號は改安に比して概して影響は微弱で。廠間の難異に乏

しい。是等は縮じて品種的な相違であるミ欝へばそれまでであるが、灘度に鋤する斯る2品種

間の差異は、その卯の形態的な差異即ち卵の大小、卵内容の質的相趣或は卵殻の1享薄等に由來

するであらうこεに荘意を釧1はねばならぬミ思ふ。

　　　　　　　　　　　　　　　　IV．総　　　i届

　（1）　冬期保護灘度が獄卵に郵し、将にその重澱、胚子嚢育、卿化歩合及び越冬性に及ぼす

影響を知らんSし、併せて灘度陣警の籾鞭ε最適保護灘魔εを知ちんεした。

　（2）　参期保護灘麿を異にせる揚合、類卵撫物量の減少は乾燥嘔程多く多灘嘔程少い。

　（3）　翻卵乾物1蹴の減少は乾燥颪程少く多灘磁程多い。

　（4）乾物歩合に於ては、鯨月の調査に於て、常に乾燥旺禮多く多漁置程少い。帥ち〔｝％1颪

最多であり、100％旺最少であつた。

　訳に月の維過S乾物歩合Sの關係に「就ては、改安に於て75％遜、隊18貌に方全ては50％霞

以下の乾燥遮εなる程乾物歩合の触加速度は大で0％頂に至り最天ざなる。次に改安の90％

“随、駄18號σ）75％鴎以上の多灘磁ミなる電反欝に乾物渉合は減少してゆく傾向あり、100％

1旺に至り滅少i速度は最尺εなるo

　（5）卿化歩合に於ては、2品緬ヌミ90％嘔最良であり、i次は75％磁及び罰照麗（70～80％）

が岡程度に良妊で、最も不良なるは改安では0％臓、歌ユ8櫨では1ao％颪であつた。帥ち冬

期保護Fl1に於ける灘度陳害の楓限は、改安に於ては0鬼tl厭18鵬に於ては100％なる纂を知

つた。

　（6）　4月迄試験灘度に保護せる棚lllを、圃じ試駒漁度のま・儂膏したる揚合は、25°C（70

～80％）11礎催脊をなせる揚合に比しN90％嘔或は75％匝等の如壷萢灘颪S思はれるものは

大差なきも、将に．50％嘔以下のi；i乞燥匿Sなるミ著しく卿化不良Sなる。EPち適灘の範圃を超

えた極端なる保護灘痩が儂膏中に及ぶ揚合1よ、卿化成績は更に悪化するものである。

　（7）冬期保護漁度の差異ε購化機能畿現Sの闘係は、改安では多灘側に梢遽に甥化機能が

現れる傾向があるが、第2i次の卿化が障害をう．けてゐるものの如くで明でない。漱18號には

一定の傾向は認められなかつた。然し品種的に見るミ、改安は12月に於て第1訳卿化渉合及

び総卿化歩合共に最多で、已に休眠期を脱し卿化機育旨を現はすに至り7るものε認められる。

隊18號に於ては・3月に至り第1訳卿化渉合及び総卿化歩合最多Sはなるが、巳に1月に於

ても第1次卿化歩合に於て、全逼卒均83％に達し、特に射照の如きは90％を示す。、從つて敵

18號は略1月に於て卿化機能を畿現するに盃るもの書思はれる。

　（8）改安の11月、歌18貌の11月及び12月に於けるが如く、求だ卿化機能をもつに至ら

ざる懲卵に催膏を行ふ揚合は・第1款艀イヒ渉合少きのみならず、第2歌購化歩合も意外に少

く、從つて総聯化歩合少く死卵を増加する結果εなる。即ち越参前の鎧卵に封する高淵接鯛は

1種の障害εなるものの如くである。

　（9）’2月以後に於ては、多灘圃ま乾燥羅に比し催青日轍が短綺宕する傾向が認められる。

　（10）’胚子機育に就ては、冬期保護巾2月迄は、品種的にも亦各試験灘度1置間にも懸速を生

ぜざるも3月以後は数第に遡速を生ずるに至る。即ち特に75％嘔若しくはの0％画以上の多灘

嘔はザ行0％遜以Fの乾燥嘔に比して胚子の畿育が遽かである

　（11）改安は欧18號に比して全成績を通じて、各試験淑慶颪間の差異1が明かであめ傾向が
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・顯著であつナこ。敢へて言へば、改安は脚8貌に比して、その探護灘度に敏感であり・紡に朽0

％以下の乾燥障害に鋤して弱くb歌18號は乾燥に比較1｝卿くvt寧ろユOO％の如i）’極端なる多

灘に銅・して特に弱い。

　要之、冬期保護rl．i（1℃～‘｝・C）に於ける鍛卵に鋤する灘度の作用も常淵（20°C～2駅〕）に於

ける飼育若くは催青中の義易合ε同襟であつて、灘度75～90％は卿化tl共他葺灘眺理1こ鋤し最

適であり、騨融る乾燥［・；蝋0％～30劾燃1〔）｛砺の多灘；撫l」汎てσ）熱二於撮もイ樋當゜β

あるεいひうる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（於上田銀綜專門學番交）
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’　Qn　the　influence　of　the　moisture　upon　the　silkworm　eggs

　　　　　　　　　dut・ing　the　peried　ot’winter　storage・

　　　　　　　Sad勾irδYA］vrAGUTI　and　Satoshi　KOBAYASコ日［工

　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　（Receivecl　l　Jtine，1941）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6SUinE

Influences。f　the強umidity　up・n　th卵ilkwor㎜eggs　during　th卿。ri◎d　of　w圭nter　storage

have・1。t　ye七studied　iu　det峨while　the　same　studies　daring　i・lcll｝）ati。u　were　done　by　many

authQr・Now　we　have　at士e岬ted　to　know　the　moisture　ef驚cts　uPon　thG、veight　chaugeく）f

fresh　and　dry皿at亡er，　the　rate　of　em1）ryonal　gro、vth　and　hatchability　Qf　the　silkworm　e紹s

4ur…P＄塩he・period　of　winter　stQrage・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユX｛【aterialpt．　aUd　！nethOdS

　　　　　　Two　variei：ies⑪f　silkwor皿e99s　O　No．18（］！　ln’c．｝pean）alid　K’aialn（Chhlese……－1）iw》1tiの，

　　　　WhiCh］aid　iXl　JUne，　Were　Used．as　materiftlS．　AI10f　t．he　eg95　Wel’c）reSl）eetiVely　plましce‘I　ill　thC

　　　　・v・ry瓦u・i9，・ture　apParatus，　iii・wl’iiel’・the　required　hlm｝…dities　werq）・；q・ared　hy　a・luet’／tus　s・luti。n

　　　　σf：　ulfuric　acid（f・・’relat，ive　humidity〔）．10．30．50．　Imd　go％），　suP・r　s呈漁1rat…ds・diunk

　　　　・hl・・id・．・・1・ti・・（伽75％）・11d　di・til正・d　w・士・・（10吻）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁叫cr・tl1・e・d・・三・g　tll・peri・d・f．・t・・脚w－S佃・・w・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　October……・・…・6目士2°C．　　　　　　　rFebruai’y……5燭・1掛士1．〔｝°C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　November・一一5°士1，5℃　　　　　　March．一一・・辱4，31，士コ．、5uC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）ecem｝）el’．．・°°．腎゜°3－「）o土1脚　　　　　　　　　 A｝） p・i1　夢．°9°◎°°覧薩゜岬士2－r）e（】　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J乱！u剛1－…1伊士脚

　　　　　　A血er　the　eg9白were　plIしced　in　the　cvery　aPllamtu9五：i　Oct・b。r（23rd），　s・me・f　tl1。〔・99s

　　　　　（iOO－200）w・・e売・k・n　Qt覧七。nce　a凱Q・th　i・N。velhb。ちD・b・m｝・Qr，」mlu・唱R軸・塾ヱM・・1i・h

　　　　　and　Apyi1　（10　t11），　and　the　we三gh七〇f　tho　fres｝1　a1〕d　dry　matter　m（｝1、嵩urc｝clti　then　t11く聖Tate　of

蜘聯th融 ｱ加h呵臨ご濃1臨㎜6f伽㎞漁
　　　　　　F・・m　the　exp・・im・・t，七h面1・Wi・9・…ltS・・・…bt・鳳　　　．．　　’

　　　　1・　Th・1。w・・th・11umidity　i・the・i・，，the　in・・。伽w・ight，°f鮒m・1｛：te・°f鰍1鰹

　　　　　ガ　de6i’easeg，　durillg　the　period　of　wiuter　Stoi’dge；

　　　　　2．Tho　higher　the　hum｛〔1ity，　tlle　more　the　we｛ght　of　dry　m血tter　daer帆ses．

・aTh・h｛gh・r　th・humid｛ty，・11e一伽・1by・・i・t士er　p－t・g・d…e・…．・－p6漁）f

　　　　　　　　s，v…1瓶。・th，　th・1・a・七・h・・g・6f　l・・・・…a・id　de・・・・…fth・畑m・tt・・．p…e漁go．：．J

　　　　　　　　・。m脚・9・t・，　th・t・f．・・igi・a1　P・・ce漁g・（in　O・瞬23・d），脚y　b・飾・md　i・th・7脇

　　　　　　　　humidity　in　I〈aian　and　ip士he　50％in　O　No・18・　　　．　　．　　　　　・

　　　　　4．．エt・isi伽・d　t臨th・・pt玉m・m　h・midity　f（・r・tli。　b・st　hatcliii・9’　p・・鋤9・i蜘．1｝0％。・

　　　　　　　　75％and　the　worst呈s　O％or　100％in　1）oth　vanieties．．　　　　　　　　　　　　1．

　　　　　5．．As　t。　th，。pP，a，。n，，。f　h輔。g、cti。ity　i。。。，1y噸th，伽，　diffetr，。，。蜘．．1＿・

　　　　　　　　1・e・・ee・・w・v・趣k蜘・魚・t・・t・an・．N・・8，、h・欄・・r・．・軸騨衡一

　　　　　　　　Can　not　be　Seell　a㎞Qng　th色serieS　of　hUmiditi（ゴsゴ・　　　　　　　　　　．　　．　　　　　　　　　　；

　　　　　6・When　March：has　co鵬the　embryo　blgins　to　gro、v　lh　the　humidlties　of　75駕・95Z6。r

　　　　　　　　niore　raJ♪idly　thari　i耳七h色50％6r　Ie誌r

　　　　　7．・nl　b。・h…i・ti・。　K・i・・i・m・…u・cep・i，1・1…．加・i・t・it・　i　d・・i・g　Vi・…．・・…g・・h…

　　　　　　　　M⑤ゆ㎜y・e・p臨1・m・y・be・・id・h・亡th・diffe・・蜘・f　1・u・cepti｝・ility、．・f舳

’膿濃麟儲諜認量瀧　馳㎞゜恥撃）
　　　　　aF・・m．1th・・’…1亡・m・・ti・u・d・b・v・，．it　m・y　be　c・h・id・red　th・t　thρ1・・m｛dities・f　50，．75

　　　　　　　　and　90％Qf　the　a萱r導ust　be　suitable，　especi⑳lly　the　75％　thc　MOS，　t　su｛tab1（㌧　fbr　t1、e

　　　　　　　　m・醐i・m寅．thd・99・d，・ri・g・h・SV’ii・t・r．・士・・a．・・e・　　　　．’．

　　　　　　　　　　　　　　　（lmpβrial　Coilege　bf　the　Sericulture鋤d　SMc－iridus　trアUyed馬Japa11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　■


